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要  旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本市教育委員会から市立幼稚園を全て廃園にするという議案が出されています。幼稚園教育（就学前教

育）は、学校教育の基礎となる最初の大切な教育です。本市の行財政改革のために、その大切な教育を切

り捨てるべきではありません。 
市立幼稚園で行われている教育研究・教育実践は、本市の就学前教育の貴重な財産であり、市民にとっ

ての大切な教育条件です。公立幼稚園が担うべき役割は数多くあり、他都市ではその役割を果たしている

公立幼稚園が多数存在しています。公立幼稚園としての役割を担うことのできる実践と人材を持つ市立幼

稚園を存続させるべきです。 
地域説明会では市立幼稚園の存続を強く求める市民の意見が多数出されています。平成25年実施のパブ

リックコメントも、市立幼稚園の存続を求める意見がほとんどでした。 
よって、これらの市民の意見を十分尊重し、教育行政に反映させ、市立幼稚園を全て廃園にするという

方針を見直すように、以下の事項を請願します。 
 
１．小１プロブレムに対応する研究実践、５歳児の義務教育化に伴う５歳児教育の教育モデルを示すな

ど、公立幼稚園としての役割を担う市立幼稚園を一部でも存続させること。 
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